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風水害に備える
　６月４日、宮崎県内を豪雨が襲い、多くの被害がでました。今年は、エルニーニョ現象の影響
で全国的に長雨が予想されています。比較的災害の少ない小林ですが、その油断が大きな被害に
繋がることも。普段の備えや事前の準備で、被害を最小限に抑えましょう。

豪
雨
の
危
険
を
知
り

的
確
な
行
動
を

　

災
害
発
生
時
、
警
察
、
消
防

や
市
は
全
力
で
救
助
活
動
を
行

い
ま
す
。
し
か
し
、「
道
路
が

ふ
さ
が
っ
て
い
る
」、「
情
報
が

う
ま
く
伝
わ
ら
な
い
」
な
ど

の
理
由
で
、
救
助
に
行
け
な

い
こ
と
も
想
定
さ
れ
ま
す
。

　

被
害
を
少
な
く
す
る
た
め
、

今
見
直
さ
れ
て
い
る
の
は
、

公
共
の
助
け
で
は
な
く
、
個

人
、
地
域
の
連
携
で
す
。

災
害
に
備
え
て
地
域
で
助

け
合
え
る
体
制
を

　

台
風
や
豪
雨
は
突
然
や
っ
て

く
る
わ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

「
避
難
場
所
の
確
認
」、「
屋
根

や
外
壁
の
補
強
」、「
非
常
持
出

品
の
準
備
」、「
溝
や
排
水
溝
が

詰
ま
ら
な
い
よ
う
掃
除
す
る
」

な
ど
普
段
か
ら
の
備
え
を
十
分

に
し
ま
し
ょ
う
。

　

雨
風
が
ひ
ど
い
と
き
に
避
難

す
る
の
は
危
険
で
す
。
特
に
、

大
雨
の
夜
は
足
元
が
見
え
づ
ら

く
、
避
難
途
中
で
水
路
に
は
ま

り
流
さ
れ
亡
く
な
っ
た
事
例
も

あ
り
ま
す
。

　

雨
風
が
ひ
ど
く
な
る
前
に
、

下
記
の
こ
と
に
注
意
し
な
が
ら

避
難
し
ま
し
ょ
う
。

◆
持
ち
物
は
最
小
限
に

　

リ
ュ
ッ
ク
な
ど
使
い
、
両
手

　

が
使
え
る
よ
う
に
す
る

◆
動
き
や
す
い
安
全
な
服
装
で

　

動
き
や
す
い
服
装
、
運
動
靴

　

で
避
難
す
る
。
は
だ
し
や
長

　

靴
は
危
険
で
す

◆
隣
近
所
で
声
を
掛
け
あ
う

　

避
難
は
２
人
以
上
で
し
ま               

　

し
ょ
う
。
は
ぐ
れ
な
い
よ
う

　

に
お　

互
い
の
体
を
紐
で
つ

　

な
い
で
避
難
す
る
こ
と
も
有

　

効
で
す

◆
水
面
下
に
注
意

　

水
面
下
に
は
、
マ
ン
ホ
ー
ル

　

や
側
溝
な
ど
危
険
が
あ
り
ま

　

す
。
長
い
棒
な
ど
を
使
い
安

　

全
を
確
認
し
ま
し
ょ
う

◆
水
深
に
注
意

　

人
が
歩
け
る
水
の
深
さ
は
、

　

70
㌢
、
女
性
は
50
㌢
で
す
。

　

水
が
腰
ま
で
あ
る
場
合
は
無

　

理
せ
ず
、
高
所
で
救
援
を
待

　

ち
ま
し
ょ
う　

「
避
難
場
所
の
確
認
」
な

ど
普
段
の
備
え
を
十
分
に

大
雨
の
中
の
避
難
は
危
険

早
め
の
避
難
を
心
が
け
る

Interview防災リーダーに聴きました

講習会で学んだこと
を孫と一緒にしたい

市民防災リーダー
小
お ま え

前 一
かずよし

良さん

　体が元気なうちは、いざというときのた
めに備えたいと思い、市民防災リーダーの
講習会を受講しました。実習中心の講習会
だったので、とてもためになりました。特
に、災害発生時電話がつながりにくいとき、
安否確認のため伝言を録音できる「災害用
伝言ダイヤル」の体験は、孫が帰って来た
ときに一緒にやってみたいです。

災害に関する情報を
集めよう！
　災害が起こる可能性が高いときは、市役所から「避難準
備情報」や「避難勧告」、「避難指示」などの重要なお知ら
せをします。受信するには事前の登録が必要です。いざと
いうときに備え、ぜひ登録してください。

登録しよう！防災・防犯メール

＜登録方法＞ QR コー
ドを読み取ると、メー
ル作成画面が開きま
す。本文に「ぼうさい」
と入力し、送信すると
登録できます。

登録は簡単！

自力で　34.9 ㌫

その他　0.9 ㌫

通行人に　2.6 ㌫

隣人・友人に　28.1 ㌫

家族に　31.9 ㌫

救助隊に　1.7 ㌫

表１阪神淡路大震災のときの救出方法
の割合（日本火災学会「兵庫県南部地
震における火災に関する報告書」より）

　

阪
神
淡
路
大
震
災
の
と
き
、

救
助
隊
に
救
出
さ
れ
た
人
は
わ

ず
か
１
・
７
㌫
。
97
・
５
㌫
は
、

「
自
助
」、「
共
助
」
で
救
出
さ

れ
て
い
ま
す
。（
表
１
参
照
）

　

ま
ず
は
個
人
、
地
域
の
連

携
が
大
切
に
な
っ
て
き
ま
す
。

　

個
人
で
は
、
非
常
持
出
品
の

準
備
や
防
災
メ
ー
ル
な
ど
に
よ

る
情
報
収
集
な
ど
身
の
回
り
の

安
全
対
策
を
し
て
く
だ
さ
い
。

そ
し
て
、
日
頃
か
ら
地
域
の
防

災
訓
練
に
参
加
す
る
な
ど
、
家

族
や
地
域
で
協
力
で
き
る
体
制

を
確
認
し
ま
し
ょ
う
。

　

こ
れ
か
ら
台
風
や
豪
雨
の

多
い
季
節
に
な
り
ま
す
。
い

つ
起
こ
る
か
分
か
ら
な
い
災

害
に
、
事
前
に
準
備
す
る
こ

と
が
大
切
で
す
。

「
自
助
」「
共
助
」
で

災
害
か
ら
身
を
守
る

個
人
、
地
域
の
役
割
を
確

認
し
災
害
に
備
え
る

　

災
害
に
強
い
ま
ち
を
つ
く
る

た
め
、市
で
は
平
成
24
年
に「
市

民
防
災
リ
ー
ダ
ー
」
制
度
を
導

入
し
ま
し
た
。

　

こ
れ
は
、
災
害
に
関
す
る
知

識
や
技
能
を
習
得
し
、
災
害
発

生
時
に
、
地
域
防
災
の
中
心
と

な
る
人
を
養
成
す
る
も
の
で

す
。
半
日
の
講
習
で
、
費
用

も
掛
か
り
ま
せ
ん
。
講
習
で

は
、
災
害
、
気
象
の
仕
組
み

や
救
急
救
命
に
つ
い
て
学
習
。

ヒ
モ
や
ロ
ー
プ
の
縛
り
方
の

実
習
、
災
害
用
伝
言
ダ
イ
ヤ
ル

の
体
験
な
ど
も
行
い
ま
す
。

　

市
民
防
災
リ
ー
ダ
ー
は
、
現

在
３
６
８
人
。
市
で
は
、
今

年
度
、
新
た
に
２
０
０
人
の

養
成
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

　

災
害
に
対
す
る
正
し
い
知
識

を
持
つ
人
が
地
域
に
増
え
る

こ
と
で
、
災
害
に
強
い
ま
ち

を
つ
く
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

自
分
や
家
族
、
地
域
を
守

る
た
め
に
、
市
民
防
災
リ
ー

ダ
ー
の
一
員
に
な
っ
て
み
ま

せ
ん
か
。

災
害
に
対
す
る
正
し
い
知

識
を
身
に
付
け
よ
う

自分や家族、地域を守るために

今
、
私
た
ち
に
で
き
る
こ
と
を
考
え
る

あ
な
た
は
も
う
準
備
は
出
来
て
い
ま
す
か
？


